
 

 

 

 

 

 

 

 

２００６年７月５日、京都大学と龍谷大学で、朝鮮学校パネル展を開催しまし

た。京都大学では、時計台北側の法経館の教室の表側通路の壁をキャンバスにし

て、１２時から１４時すぎまで開催。龍谷大学では、深草キャンパスの中央に新

しくできた円形のカフェ『樹林』内の壁に沿ってぐるっと輪になるかっこうでパ

ネルを展示して、ドキュメンタリー映画『チェサミ～！』の上映と朝鮮学校の教

科書展示もおこないました。龍大は、１０時ＯＰＥＮ、１６時ＣＬＯＳＥで、５

～７日までの３日間連続開催。 

実は、５日は朝から、朝鮮民主主義人民共和国からミサイルが発射されたとい

う報道でもちきり。不安な心もちでスタートしたパネル展でしたが、嫌がらせな

どは一つもなく、逆に応援の言葉までいただきました。雨天にもかかわらず来場

していただいた方からは、「勉強になった」「助成金がないのはおかしい」「今

後は自分も関わりたい」など、たくさんの感謝の声、参加希望など、ありがたい

メッセージをいただきました。 

まずは５日の様子を写真でご覧下さい。 

 

京都大学のパネル展示 
時間 １２：００ ～ １４：００すぎ 

場所 時計台北側 法経館の教室外側通路 

来場者数 約１００人  アンケート回収数 ７枚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この日はノーベル経済学賞を受賞したス

ティグリッツ氏が講演するとあって時計

台前には１０時すぎから人の列。待ってい

る人にパネル展案内のビラを手渡します。 

スティグリッツ氏の講演会場に入りきれ

なかった人々。その後ろにあるのは、パネ

ル展案内の看板。みなさん、せっかくです

から、パネル展に来てください。 

時計台クスノキ前に看板を出しました。小

さいながらも、だいぶ目立っていました。 

看板の近接写真。天気がよければ、時計台

前広場で開催する予定でした。残念です。 

看板を熱心に見入る人。スタッフです。 会場がわかりにくいので、矢印で誘導。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この建物の右側面の通路で開催しました。 

場所が通りに面していなかったので、少し

わかりにくいところでしたが、遠いところ

他大学からも見学に来てくれました。 

この壁沿いにパネルを展示しました。開か

れた場所での展示が好評でした。 

たくさんのパネル。じっくりと１時間かけ

て見ていってくれる人。写真や、気になる

ところだけ見ていく人。それぞれです。 

座って一服している人。通りがかりついで

に目をやる人、スタッフが、通路の両脇で

ビラを配り展示会の案内をしています。 

朝鮮学校の歴史については、初めて知った

という声が多く、熱心に話を聞いてくれる

人もいました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一番はじめにアンケートを書いてくれた

のは、１回生の男の子。たまたま通りかか

ったらパネルがあったので、と。京大が受

験資格を初めて認めた、という話に感心し

ていました。朝鮮学校の授業の話を、興味

津々に聞いてくれていました。 

いやぁ～。面白かったー！！ 



龍谷大学のパネル展示（初日） 
時間 １０：３０ ～ １６：００すぎ 

場所 深草キャンパス カフェ『樹林』 

アンケート回収数 ２０枚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           京都新聞７月６日朝刊の記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネル展スタッフを務めるボランティア

センターの人が、下書きなしで一気に書き

上げた案内板。目に留まるデザインだし、

入り口のすぐ隣で、宣伝効果大です！ 

カフェ『樹林』。障がい者の雇用創出に取

り組んでいて、店内もバリアフリー。店員

さんからも、パネルとビデオ（特に子ども

たちの歌声！）が好評でした。 

 

円形の壁に沿って、パネルが一枚一枚、丁

寧に貼られています。 

雰囲気の明るいお店を、カラフルなパネル

と映画から流れる子どもたちの歌声が、さ

らに彩ります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
京都新聞社の取材も受け、1 日目無事終了！ 

校長先生と、オモ

ニ、お二人のお話

をみんな真剣に

見ていました。 

『樹林』の中はとても自然な雰囲気です。 

来場者にまずアンケート用紙を渡します。 


